
河川工作物アドバイザー会議の経過報告・今後の予定

１ 河川工作物アドバイザー会議の開催状況

（１）平成２３年４月１４日 平成２３年度 第１回河川工作物ＡＰを開催

（２）平成２３年６月２３日～２４日 平成２３年度 第２回河川工作物ＡＰ（現地検討

会）を開催

２ 河川工作物の改良状況（平成２２年度末）

河川名 基数 事業内容 工事の状況

イワウベツ川 １基 ・スリットダム化 スリット化工事終了

(赤イ川)

羅臼川 １基 ・スリットダム化 スリット３本のうち、一本終了。

（２３年度完成予定)

※河川工作物ＷＧにおいて改良が適当と判断された１３基のうち、１２基が改良済

みであり、残る１基は改良工事中（今年度完成予定)。

３ 遡上モニタリングの状況

イワウベツ川、サシルイ川、チエンベツ川でサケ科魚類の遡上状況等を調査し、改良

済みダムの上流まで遡上していることを確認。

４ 河川工作物アドバイザー会議における主な議論

４月に開催した河川工作物ＡＰにおいて論点整理をし、６月の現地検討会において議

論を進めたところ。（別紙）

５ 今後の予定

①今年度第３回目の河川工作物ＡＰについては、改良ダムのモニタリング調査終了後に

開催予定。

②最後の改良箇所となる羅臼川については、今年度改良工事終了予定。

※参考

改良工事実施時期とモニタリング調査計画

河川名 工期 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26
イワウベツ川

赤イ川 H18 ～ 22 ▲ ★ ▲ ▲

ピリカベツ川 H19 ●● ▲▲

ルシャ川 ●●

サシルイ川 H19
チエンベツ川 H20 ～ 21 ● ●

羅臼川 H21 ～ 23 ●

▲：改良工事（北海道森林管理局） ★：改良工事（斜里町）

●：改良工事（北海道庁） ：遡上モニタリング期間

注）上記表の▲、★、●は、それぞれ１基の河川工作物を示している。

羅臼川の河川工作物の改良は、１基の工期が３年となる予定。
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別
紙

４
月
開
催

河
川
工
作
物
Ａ
Ｐ
論
点
整
理

６
月
開
催

河
川
工
作
物
Ａ
Ｐ
に
お
け
る
左
記
論
点
の
議
論

○
サ
シ
ル
イ
川
の
改
良
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
終
了
し
て
良
い
の
か
？

○
シ
ロ
ザ
ケ
の
遡
上
が
少
な
い
要
因
に
つ
い
て
は
、
遺
伝
的
要
因
や
河
口
付
近
で
の

※
魚
道
改
良
に
よ
っ
て
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
遡
上
は
容
易
に
な
っ
た
が
、
魚
道
折
り

捕
獲
数
に
も
よ
る
と
委
員
よ
り
指
摘
。

返
し
プ
ー
ル
長
が
短
い
こ
と
が
シ
ロ
ザ
ケ
遡
上
の
阻
害
要
因
に
な
っ
て
い
る
可
○
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
で
い
っ
た
ん
終
了
し
、
以
降
、
５
年
ま
た

能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
シ
ロ
ザ
ケ
が
年
々
減
っ
て
い
る
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
継

は
１
０
年
周
期
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
を
検
討
。

続
が
必
要
で
は
な
い
か
。

○
流
路
工
・
帯
工
・
玉
石
連
結
工
な
ど
に
つ
い
て
は
検
証
が
必
要
で
は
な
い
の
か
？

○
指
摘
を
受
け
た
イ
ワ
ウ
ベ
ツ
川
支
川
赤
イ
川
に
お
い
て
、
平
成
２
４
年
度
よ
り
工

※
流
路
を
固
定
す
る
と
産
卵
環
境
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
れ
ら
の
工
事
は
当
初

作
物
に
係
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
３
年
間
実
施
し
検
証
し
て
い
く
こ
と
で
事
務
局
よ

の
目
的
を
達
成
し
て
い
る
の
か
、
世
界
自
然
遺
産
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
工
事
だ

り
説
明
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
及
び
検
証
に
当
た
っ
て
の
指
標
に
つ
い
て
は
、
今

っ
た
の
か
。

後
、
各
委
員
の
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
を
確
認
。

○
羅
臼
川
砂
防
ダ
ム
改
良
工
事
に
と
も
な
っ
て
上
流
側
の
土
砂
を
ど
う
扱
う
べ
き

○
平
成
２
１
年
１
２
月
に
３
本
の
ス
リ
ッ
ト
の
内
、
１
本
を
施
工
。
ダ
ム
上
流
に

か
？

つ
い
て
は
、
平
成
２
２
年
秋
調
査
に
お
い
て
、
産
卵
床
な
し
、
遡
上
数
シ
ロ
ザ

※
羅
臼
川
は
サ
ケ
の
遡
上
が
旺
盛
で
あ
る
反
面
、
産
卵
環
境
は
非
常
に
少
な
い

ケ
１
１
匹
、
サ
ク
ラ
マ
ス
３
匹
を
確
認
。

の
で
、
流
下
し
て
く
る
礫
が
重
要
。
こ
の
た
め
、
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
産
卵
○
昨
年
１
２
月
３
，
４
日
の
大
雨
に
よ
る
土
砂
流
出
後
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
１

床
と
遡
上
数
の
調
査
結
果
や
昨
年
１
２
月
に
流
出
し
た
土
砂
の
堆
積
状
況
等
の

２
月
８
日
に
ダ
ム
か
ら
河
口
ま
で
踏
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
間
で
顕
著
な

調
査
な
ど
を
通
じ
た
検
討
が
必
要
。

堆
積
・
侵
食
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

○
下
流
の
河
川
環
境
に
考
慮
し
、
ダ
ム
改
良
工
事
に
お
け
る
上
流
側
の
掘
削
は
最

低
限
に
と
ど
め
る
こ
と
と
し
、
改
良
中
の
ダ
ム
の
魚
道
部
分
に
溜
ま
っ
た
土
砂

に
つ
い
て
は
、
シ
ロ
ザ
ケ
等
の
遡
上
に
影
響
が
出
る
よ
う
で
あ
れ
ば
対
応
す
る

こ
と
と
し
た
。

○
長
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対
象
河
川
に
は
ル
シ
ャ
川
を
含
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
？

○
事
務
局
よ
り
、
新
た
に
長
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対
象
河
川
（
案
）
と
し
て
、
ル
シ
ャ

※
イ
ワ
ウ
ベ
ツ
、
ル
サ
川
、
ホ
ロ
ベ
ツ
川
は
と
も
に
周
辺
部
で
あ
り
、
遺
産
中

川
、
ル
サ
川
、
ホ
ロ
ベ
ツ
川
を
提
案
。

心
部
の
河
川
、
特
に

IU
C

N
も
注
目
し
て
い
る
ル
シ
ャ
川
で
の
調
査
が
必
要
。

○
委
員
よ
り
人
為
的
な
か
く
ら
ん
が
少
な
い
テ
ッ
パ
ン
ベ
ツ
川
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

要
請
が
あ
り
、
事
務
局
と
し
て
次
回
の
河
川
工
作
物
Ａ
Ｐ
ま
で
預
か
り
と
し
た
。

○
サ
ケ
遡
上
に
関
す
る
長
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
か
つ
現
実
○
事
務
局
よ
り
、
サ
ケ
遡
上
調
査
手
法
（
案
）
と
し
て
、
遡
上
数
と
降
下
数
に
基
づ

的
な
手
法
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

く
調
査
（
台
形
近
似
法
調
査
）
及
び
産
卵
床
調
査
を
提
案
。
台
形
近
似
法
調
査
に

※
IU

C
N
の
勧
告
内
容
等
か
ら
み
れ
ば
、
産
卵
環
境
収
容
力
と
正
確
な
遡
上
数

つ
い
て
は
予
算
の
事
情
が
あ
り
、
調
査
頻
度
等
に
つ
い
て
、
今
後
、
委
員
の
ご
意

を
把
握
で
き
る
調
査
手
法
の
採
用
を
検
討
す
べ
き
。
た
だ
し
、
予
算
上
の
制
約

見
を
伺
う
こ
と
を
確
認
。

な
ど
も
あ
る
の
で
。
調
査
間
隔
を
長
く
す
る
な
ど
簡
略
化
の
検
討
も
重
要
。

○
日
本
森
林
技
術
協
会
よ
り
林
野
庁
事
業
で
あ
る
気
候
変
動
影
響
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

※
１
７
ｃ
ｍ
以
上
の
オ
シ
ョ
ロ
コ
マ
は
海
と
川
を
行
き
来
す
る
こ
と
か
ら
バ
イ

等
事
業
の
う
ち
オ
シ
ョ
ロ
コ
マ
調
査
計
画
（
案
）
を
説
明
。
本
事
業
が
４
年
間
で

オ
マ
ス
を
正
確
に
評
価
す
る
の
が
難
し
い
。
し
か
し
、
温
暖
化
の
有
効
な
指
標

終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
終
了
後
は
事
務
局
で
引
き
継
ぐ
こ
と
で
説
明
。
な
お
、
実

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
よ
そ
の
増
減
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
な
手
法
は
な
い

施
に
当
た
っ
て
は
予
算
の
事
情
等
か
ら
、
調
査
手
法
及
び
調
査
頻
度
等
に
つ
い
て

か
。

引
き
続
き
議
論
し
て
い
く
こ
と
で
確
認
。

○
そ
の
他
、
６
月
河
川
工
作
物
Ａ
Ｐ
の
論
点

○
ダ
ム
の
改
良
に
よ
り
、サ
ケ
科
魚
類
が
上
流
ま
で
上
っ
て
こ
れ
る
環
境
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
上
っ
た
魚
が
自
然
産
卵
で
き
る
環
境
等
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
。

○
改
良
に
伴
う
ダ
ム
の
堆
砂
に
つ
い
て
は
、
自
然
の
推
移
に
任
せ
て
流
す
こ
と
が
好

ま
し
い
。

○
今
後
の
河
川
工
作
物
Ａ
Ｐ
の
方
向
性
や
計
画
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
。




